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男と女の距離(ディスタンス)
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ねえ、こんな時あなたの奥さんはどうするの? 拒否するの? いやいや従うの? それとも喜んで従うの? 愛人は彼の妻のベッドの上での性癖をしきりに知ろうとする。それを知って、奥さんとは違うのよということを思い知らせてやりたかったのだ。せっかく不倫をしているのに、奥さんと同じではその甲斐がない。何しろ、この人の奥さんはバックで挿入されるのも嫌がる女なのだ。かまととかぶりっこじゃないのかと、愛人は思っている。どうやら、人生の楽しみを知ろうともしない女らしい。ということは、相手にも人生の楽しみを与えるという発想がない人間なのだ。
だったら、あたしが与えてあげればいい。
ねえ、どうなの? あなたの奥さんはどんなことをしてくれるの? あたしと同じようなことをしてくれるの? 愛人はそう言って男を責め立てるが、応えは言わなくてもわかっていた。彼女は自分のほうが上だと確信を持っていた。とはいえ、妻の立場を奪おうとは思っていなかった。もちろん、成り行きでそうなることがあったとしても歓迎はするだろうが、積極的ではなかったのだ。彼女は男と同じくらい、いや、男を上回るくらいに裕福だった。男は金銭的に余裕があっても、せいぜい高級車を買ったりブランドものの服を買ったりするくらいだが、女のほうはずいぶん派手な生活をしていた。それでも、財産を食い潰すことがない。しかも、その財産は女が一代で築いたものだった。女は男と同業種。建設会社の社長を父親に持ち、大学を卒業してすぐに父親の会社に就職したものの、数年でノウハウを身につけて退社し、建築関係のソフトウエア会社を立ち上げたのだった。それ以前に会社員として働きながら、建築士の資格を取っていた。そして、大学で学んだことを活かして、CADの独自システムなどを構築した。彼女が開発したソフトウエアは、大手の建設会社や設計事務所に採用された。何しろ、一本が数十万円もするソフトウエアも扱っているのである。売り上げはあれよあれよというまに天文学的なものになった。それをすべて、二十代で成し遂げてしまったのだ。
女は結婚には関心がなかった。たぶん、一生結婚しないのではないかと思っていた。そして、たまたま愛し合ったのが妻帯者だったのだが、それを妻から奪うという面倒なことをする気にはなれなかったのだ。
どうやら、男のほうも離婚するつもりはないらしい。それでいい。いつか、互いに相手に飽きるときが来る。そのときにトラブルにならないよう、後腐れのない関係を築いてきたのだ。
おい、煙草を吸うなよ。女が自分の隣で煙草を口にくわえて火をつけたので、男はあまりきつくならないようにたしなめた。少なくとも、ベッドの上ではやめてくれ。女は大学時代、まだ二十歳になる前から煙草を吸っていた。一日に二箱は吸う。禁煙するつもりはなかった。もともとは大学時代のボーイフレンドから勧められたものだが、別れても喫煙癖はなくならなかった。そして、それを人生の大きな楽しみと認識しており、たとえ短命になっても手放すつもりにはならなかった。
対して、男は生まれてからこのかた一度も煙草を吸ったことがない。嫌煙家というわけではないし、身近な人が煙草をしていても嫌な顔はしないが、ベッドの上で自分が愛する人が煙草を吸うのは嫌だった。だいいちに、煙草の移り香が嫌だった。煙草の移り香だけで浮気がバレるとは思っていないし、現に妻も職場の部下の誰かが近くで煙草を吸うのだろうと理解していたが、それでもなお、愛人に煙草を吸われることで優越感を抱かれているように思えて仕方がなかったのだ。たかが煙草一つで人間の立場に優劣がつくとは思えないが、煙草を吸う人がどうも偉そうに見えてしょうがない。
ちぇっ。女は煙草をくわえたままベッドを降り、ソファに場所を移した。そこで短くなった煙草を灰皿にねじ込み、次の一本に火をつける。安心して。キスの前にはマウススプレーをするから。
男もベッドを離れ、ボクサーショーツ一つで上半身裸のまま女の隣に腰を下ろした。どうやら、煙草のにおいそのものが嫌いというわけではないらしい。女は火のついた煙草を左手に持ち、右側に座っている男の左の頬にキスをした。男の反応はない。煙草を吸わない男は手持ち無沙汰で、両手を後頭部にあてがい、ソファに体を沈めた。
ねえ、アプリの件はどうなったの? 女が言う。彼女の会社のシステムと、男の会社のアプリを融合させるというプロジェクトのことだ。二人はCADに準ずるシステムをスマホで使えるようにするアプリを開発しようとしている。二人は単なる愛人関係ではなく、ビジネスパートナーでもあったのだ。このプロジェクトが完成しても、共同開発はその後も続くと考えられている。世間によく見られる愛人関係とは言え、結びつきは意外に強い。
明日、君の会社で打ち合わせをしよう。開発部門の責任者の都合を開けておいてくれないか。あなたが直々に来るの? そうせざるを得ないだろう。うちのシステムにいちばん詳しいのは僕だ。ねえ、コラボがおおやけになったら、あたしがあなたの奥さんに会うことがあるかしら? つまり、ビジネスパートナーとして、あなたがあたしを奥さんに紹介するの。たとえば、共同開発を記念するパーティを開催して、そこで紹介するとか。男は笑った。十分にあり得るな。どうでもいい。僕の妻は鈍感なほうだ。よもや疑いを抱くことはないだろう。嫉妬深い女でもないし。
女が煙草を吸い終わる。それから約束通り、バッグからマウススプレーを出して口内の煙草臭を消した。そして、濃密なフレンチキス。そのまま、再びベッドに倒れ込んだ。
男の背中に両手を回し、女は笑い声を上げた。
〈続く〉
野毛者(のけもの)艶歌
笛地静恵
(その1)
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うつらうつらしていた。北極大陸の夢を見ていた。新聞で、新型の砕氷船が建造されているという記事を、読んだからだろう。年のせいか小さな活字を追っていると、すぐに眠くなってしまう。目が疲れるからだ。
一番、奥の席に黒い影が座っていた。耳の形から先輩とわかる。いつも、その場所だ。
消していた火をつけた。
一杯の羅麺(らあめん)をていねいに作る。一挙手一投足を見られている。今でも、緊張してしまう。
あのとき、学校の卒業が迫っていた。
犬治(けんじ)も、就職試験を受けなければならなかった。みんな落ちた。どうしようもなかった。合格しないと、食料として処理される。不要な存在を生かしておくゆとりは、惑星型宇宙船【地星(ちせい)】にはない。有用な獣材(じゅうざい)であることを示さなければならない。
間一髪だった。ようやく東山岳市の、一軒の羅麺屋が、ひろってくれた。
しかし、最低の職場だった。
仕事中は暗黒の時間だった。
鉄の黒い大鍋に大量の人骨が煮えている。人間の巨大な頭蓋骨が浮かんでくる。人間は巨大だ。背丈だけでも、犬治の四倍はある。体の各部分も、その比率で大きい。骨髄からは濃厚な出汁が取れる。羅麺屋【豚亭(とんてい)】の売りだった。
ただ大量の灰汁が出る。それを掬う。灰色の湯気が立ち上がる。木の櫓で大鍋を掻き回している。厨房は熱気との戦いだ。液汁が重い。抵抗がある。犬治(けんじ)は、頭がぼうっとする。視界が端から暗くなる。手が止まりそうになる。
「何度、言えば、わかる。手を止めるな。お前は、やることなすこと、みんなだめだ。まるで、なっとらん」
豚造(ぶたぞう)親方の指まで太った拳骨で殴られた。痩せて小柄な犬治は壁に激突した。脂と洗剤で滑る。洗い場の床に尻もちをついた。制服の下履きの厚い生地を透過してくる。下着まで沁みた。大きな黒い目だけをぱちぱちさせていた。
「こんなものを出して、客が腹をこわしたら、どうしてくれる。お前は、俺の店をつぶすきか」
頭から湯気を立てていた。
「すみません。すみません」
謝っても、黒い長靴で腹を蹴られた。内部には、二つ割れた固い蹴爪がある。犬治は壁にくずおれた。こたえた。
誰かの影が間に入ってきた。健狼(たけろう)先輩だった。
「親方、すみませんでした。こいつの身は、俺があずかりますから」
健狼(たけろう)に助けられてしまった。いるんだよなあ。こういう正義感面する奴。自分のカッコよさに、自分で酔える奴。
厄介なことになったと思った。
しかし、この場は、ひとまず難を逃れた。健狼がいなければ、さらに折檻されていただろう。けがをしていたかもしれない。
豚造(ぶたぞう)親方は、二つの鼻の穴をぶひぶひさせた。文句を呟きながらも、立ち去って行った。動く脂肪の醜悪な塊が、狭い通路を左右に揺れた。
ちょうど【豚亭】が混雑してくる時間だった。
「おい、起きろ、立てるだろ」
先輩に手首を握られた。軽々と持ち上げられた。健狼は犬治よりも一回り大柄である。頭一つ分は大きい。力も強い。
「だいじょうぶか」
尻から脚を叩かれた。骨は折れていない。
狼の大きな瞳に見下ろされていた。犬治の口の中に血の味がした。犬歯で口の中を噛んだ。切ったらしい。
健狼の金色の視線が鋭かった。
端正な顔立ちだが、笑うと目じりの皺に、性格の良さが出た。白い犬歯が光る。美形である。獣気(じゅうけ)があった。犬治が好きになれない獣柄(じゅうがら)だった。頭を下げて、自分の本来の仕事に戻った。
犬治(けんじ)は、羅麺(らあめん)【豚亭(とんてい)】に勤めている。主に洗い場の仕事だ。まだ料理は作らせてもらえない。鍋の回しも初めてだった。ちょうど担当の豚が不在だったからだ。
食べ終わった羅麺(らあめん)の容器は、人骨の脂で、ぎとぎとしている。一個一個が重い。白い陶器が厚い。店の印が入っている。それを洗う。
白い泡の立つ湯の中だ。専用の糸瓜(へちま)を使う。人脂が少しでも残っていると、鼻息の荒い親方に叱られる。
できるかぎり丁寧に洗う。手を抜かない。だから、どうしても遅くなってしまう。次々と目の前に使用済みの丼が、積み上げられていく。
素手で触れる。そうしないと、汚れが落ちているかわからないからだ。
初めは、洗剤の刺激で、肘の真ん中辺りまで、真っ赤に腫れあがった。痛くて眠れない。
何も言わないのに、健狼が、仕事の終わりに、手づから軟膏を塗ってくれた。おせっかいな奴とも思ったが、薬は冷たくて気持ちがよかった。世話を焼くのが好きな性格らしい。何かと声をかけてくる。まあ、やりたいようにやらせるつもりだった。実害はない。
しばらくすると洗剤に、犬治のからだが慣れてきた。腫れは徐々に引いていった。健狼の薬が効いたのかもしれない。
犬治は言葉には出せなかったが、心の底の底では感謝していた。健狼は良い毛者だと思えた。どう表現していいのかわからなかった。しかし、健狼は、店の豚族(ぶたぞく)の七匹の弟子たちには、評判があまりよくなかった。
「あの先輩には、食い物にされる。注意しないとね」
そんな噂が、ぶうぶうとささやかれた。意味ありげに丸い尻をぶつけあっている。鼻で笑った。ああ。それでか。正体を見抜いたと思った。若い雄が好きな雄なのだ。
それからも、健狼は犬治に対しては、必要以上にやさしかった。同族しての親愛感だけではない。
「お前のことは、俺があずかった。俺が知っていることは、全部、教えてやる」
おいしい言葉をかけてきた。それだけではない。本当に手取り足取り教えてくる。距離を取ろうと思うのだが、何もわからない犬治は、どうしても頼りにしてしまう。
何といっても、褒めるのがうまい。どこが良いのか、的確に褒める。
「お前は、仕事がていねいだよ。けして手を抜かない。それは、親方も、本当は認めている」
のろいと言われているだけだろう。でも、犬治は、もともと褒められると、延びる性格だった。個児院(こじいん)の先生からも、そういわれた。
あまり考えないことにした。
健狼に言われた通りに、業務に励んだ。
そうすると、腹の出た豚雄の親方から殴られる回数が、徐々に減ってきた。流れに乗れる。
健狼から声をかけられるのを、心待ちするようになっていた。
犬治には、職場に友だちがいない。店の七匹の豚たちとも、しゃべらない。いつも単独でいる。種族が違うということもある。なじめなかった。うるさいのである。
静かな方が好きだった。健狼も無口な性格であるようだった。いつも奥歯を噛みしめている。赤い舌先が口から出ていた。
犬治も、学生時代は、図書室で本ばかり読んでいた方だった。孤独を好んだ。
本を読むのは好きだ。小説よりも、実際にあった話に興味がある。北極大陸の探検の話には夢中になった。料理担当であった毛者(けもの)の体験談だった。
いつかは自分も、惑星型宇宙船【地星】の北の氷海の中に浮かぶ、北極大陸に行きたいと思っている。
この夢は、誰にも話したことはない。笑われるに決まっているからだ。
そして、犬治には、誰にも話せない悩みがあった。性欲だった。
店の近くに上級の大学がある。羅麺屋【豚亭】の濃厚な人骨羅麺は、特に雄子(ゆうし)大学生に獣気(じゅうき)があった。
昼飯時には、店の外に長蛇の列ができた。
【豚亭】は、強風が吹けば飛ばされそうな掘立小屋だったが、増築に増築を重ねている。店は街道から奥に長く広かった。内部は一種の迷路になっている。
犬治は熱い羅麺を給仕していった。
「夜の本番に備える」
そんな声が聞こえてきた。
「精がつく」
同世代の優秀な学生の雑談を小耳に挟む。それだけで下半身が変化してしまう。
犬治は盛りの季節にいた。十八歳になる。小柄で痩せている。年齢よりも若く見られた。
自分が異性とつきあうことなど、遠い夢だ。話をしたこともない。どう接して良いのかわからない。その機会もなかった。
考えに耽っていると、親方の厳しい声が、飛んできた。
手元に集中した。
〈つづく〉
2021年を生きて迎えたので2020年の振り返り。
古川モトイ
意外や意外、私、古川モトイ、COVID19に罹患せずに無事に年を越しまして、あけましておめでとうございます。「おめでとうございます」と云いつつも、新型コロナはまったく明けておりません。そちらはめでたくもなんともないのです。不幸にも我々は「コロナ」という歴史の生き証人になってしまいました。
歴史の生き証人という点でいうと2020年は「鬼滅の刃」の一年でした。実際に連載が開始したのも、TVアニメが放送開始されたのも2020年ではないのですが、明らかに結実したのは2020年ではないかと。「2021年はもっとすごいの来るよ!」という声が聞こえてきそうですが、そんなことは想像できないのです。なぜかというと私が生まれてこの方、日本でもっともヒットした作品が鬼滅の刃だからです。2020年のコミック売上ランキングは1位から22位まで全て鬼滅の刃の1~22巻が総ナメ。レコード大賞は鬼滅の刃の映画の主題歌。年間の楽曲売上ランキングトップは鬼滅の刃のTVアニメの主題歌。日本の映画興行ランキング1位。こんな作品聞いたことない。過去にも名作は沢山あって、時代を築いた作品も数多にありますが、これは未曾有の規模のコンテンツではないでしょうか。子供向けコンテンツを作っているクリエイターの多くは「第2のアンパンマンを作ったヤツが勝ち抜け」だと考えていたことでしょう。まさか大正時代の「鬼」が「バイキンマン」で、「全集中水の呼吸」が「アンパンチ」だなんて誰が想像したでしょうか。実際にはキャラクター商品の売り上げという点でアンパンマンははるか高みにある作品で、アンパンマンを追随するコンテンツはむしろポケモンやキティちゃんになりますが、子供たちの遊び方を見ているとアンパンチは水の呼吸にとって代わられつつあるようです。
さて、子供の話が出たところで、私は曲がりなりにも学習塾の仕事をさせていただいておりますので学童と触れ合う機会は多いのです。彼らは小学校6年生ぐらいになると「オレ、鬼滅とか興味ないから」と言い出す。これが、私が高校生の頃「オレ、小室ファミリーとか興味ねーから」と嘯いていた同世代と全く同じオーラを放っています。その小学6年生は直感的に「今、一番かっこいいとされているカルチャーは鬼滅で、そこをはねつける態度を表明することが新たな時代のカッコよさである」と感じているんでしょう。これは彼らの世代において鬼滅はサブカルチャーじゃなく実質的にメインカルチャーだということです。くどいようですが「全集中水の呼吸」は令和の「アンパンチ」だということです。
さて、鬼滅ショックとでも謂うべき2020年ですが恐ろしいことに、鬼滅の刃の全編の中で映像化されたのはまだ一部で、まだこの後も鬼滅の映像化は続いていくことになります。今から5年後には日本の映画興行ランキングとDVDの売上ランキングの1位から5位までが全て鬼滅の刃になる可能性はかなり高いでしょう。完結作品ではありますが登場キャラクターの多い作品ですのでスピンオフがここから新たに出てくる可能性も考えると、この鬼滅ショックは新型コロナ終息後も続いていくのかもしれません。
ここで一つ、鬼滅の刃がヒットしたメカニズムを「土壌」という観点で考えてみます。アニメ映画が爆発的にヒットできる土壌は鬼滅が作ったのか、元からあったのかということ。土壌があったところにちょうど鬼滅が入り込んだのか、それとも鬼滅が耕したのかということです。これに関しては私は日本映画興行ランキングがヒントになると考えておりまして、私の結論は「土壌があったところに鬼滅が来た」のではないかと。ということはまだ鬼滅のようにドカンとヒットを飛ばす作品が今後も出てくるのでは?と当然期待できます。ですが、ここで微妙に残念なことに、私自身は歴代の興行上位の作品にそれほどピンと来ていなくて、個人的にはゼブラーマン(一作目)が好きだったりするので、若干の蚊帳の外感はあります。ただ、昭和52年生まれのアンパンマン世代の私としては「アンパンマンvs鬼滅の刃」は見てみたいと思いますので、右側にアンパンマンと竈門炭治郎、左側にバイキンマンと鬼舞辻無惨が相対している構図のポスターなんぞあったらホイホイ観に行く気がします。
ということでどちら様も本年もよろしくお願いいたします。
百万ドルで絵を描くまあぼん
murbo
※今回はブログに書いたものを増補改訂したものです。
百万ドルで絵を描きます。
愛知県犬山市にあるパブレスト百万ドルはバラエティ番組ナニコレ珍百景でもおなじみの外観がエキセントリックな絵で覆われているカラオケ喫茶だ。ここを紹介する人は多くてもここに絵を描く人は少ないと思います。縁あって壁に描いてます。まあぼん、久しぶりの公開制作です。縁と入ってもマスターと話しているなかで、どこかに描かせて欲しいと相談したんです。お客さんが描く場所みたいになっている壁が南側にあって、昔、相方のまーびんさんが小さな絵を描いてて、その流れで掌サイズを瞬間的に描いた上で記念写真撮って帰るくらいの本当に気楽なはずでした。この壁が予定でした。
しかし、トイレにいっている間に事情が変わったようで、
こちらの国旗の場所に描かせてもらえることになりました。こちらの方が場所も広いし駐車場からも見えるので良いだろうというマスターの配慮です。ありがたい。しかし、寒い。こちらは北側で陽の当たる祈願がほとんどないのです。それだけに絵の色が褪せることは少ないのです。目の前が名鉄の犬山遊園駅なので電車からも見えます。
急に決まったので準備もままならなかったです。ここは反省点。マーカーぐらいは持ち歩くべきだった。
白を塗りたくる。一回では塗れないので重ねて塗ります。これは下地です。その前に壁を軽く水拭きしています。そもそもたなんある外壁なので風雨にさらされて汚れていますからね。ところが先に描いてあった旗の塗料が水で溶け出したのか拭けば拭くほど雑巾に色がついてくるので適当ところでやめて、これまで描いたった側を白で塗りつぶしました。北向きの夕方はペンキが全然乾かないです。今回は久しぶりのペンキです。
下書き。いつものサインペンを忘れたのでペンキで描いています。ペンキが伸びないので苦戦しました。そのようには全く見えません。なぜならばベージュで描いたからです。ちっとも見えません。自分で見え辛いのですから下書きになってないんじゃないか。
久しぶりのペンキは希釈具合のコツが戻らずに再び大苦戦。それと壁のトタンのリブというか凹みにも苦戦。絵を描いているのか苦戦しきに来たのか謎なくらいに苦戦。暗くなってきたので第一日目はここまで。描くものが予想と違うので戸惑いを修正する時間でもあった。今回は日照時間との戦いもあるね。
この時点で龍しか見えていません。ここから色々足していきます。これはサプライズではなくて、他の要素を描くことを前提にしていて先に龍の形を確定させないと追加する要素を描くところが見えづらいからです。
またまあぼんは二人同時に即興的に描くので、ある程度何を描くか決めておく必要がありまして。二人で同時に描くとはどういうことかと問われても字面通りに同時に二人で描いているのでそれ以上言いようがないのですね。複数人で担当を分けて描いているのではないです。
とはいえ、ある程度分担していて、まーびんさんが買い出しに行ってるときに壁を拭いたり、スケッチ描くとか。下書きしているときにまーびんさんが色を作っているとか。そして下書きしているときに塗ったりしています。その間の何を描くかとか何色にするかを相談しています。描きながらも次々と相談しながら決めて描き進めます。
今回は思っていなかった大きさでそれなりにきちんと描くことになってしまったのでスケジューリングもなかなか厳しく、二人同時に描くとかいいながらやや分業のようにならざるを得ない状況ですね。
百万弗で絵を描く二日目。
午前中は僕が改めてマーカーで龍の輪郭を描き、午後からまーびんさんが色と花を描く予定でしたが、まーびんさんは時間が取れずにたてがみ部分の下塗りをしたのみでこの日は終わりました。
油性サインペンでどんどん描きます。いつもライブドローイングで使っている画材です。普通のそのへんに売っているサインペンです。ゼブラのマッキーとかそういう手の。マッキーじゃ無いのはイオンで見つけたプライベートブランドのマーカーを使っているから。形がマッキーそのままなので同じものじゃ無いかと思っています。
改めて描くと結構描いていない部分があることがわかる。描かれた部分に関しては二人で共有していないといけないので、これはガイドがないとコンセンサスとれないと思いましたよ。先にペンキで描いたアタリでは形がほとんど分かっていなかった。今日描いた輪郭をもとに色を重ねていきます。塗るよりも描く感じですね。本当にペンキが伸びない。以前コンテナに描いたときは鉄板だったからかそれなりに塗りやすかったが今度はトタンでプレス加工してあるので難しい、って似たような鉄板なのにね。
龍以外に登場させたいと思って考えたのが狛犬。近所にお寺もたくさんあるし、気にしている割には個人的にも一度も描いたことがなかったのでまーびんさんと相談して決めました。相談と言っても描くけどいい?いいよー!ぐらいですけどね。
毎度の百万弗コーヒー。グラッチェ感がある。特別美味しいことはないが、おまけが多い。コーヒーが出る前にペットボトルのお茶が出るし、毎回違う店の名前の入ったお皿でみたらし団子が出る。他にも缶ジュースやおにぎり、サンドイッチ、それにやたらフルーツが登場する。
昨日も百万弗で描きました。
三日目。二日目の進捗が芳しくなかったので、若干巻き気味で描きました。まーびんさんが出遅れたため、昨日の続きになる部分や狛犬など一人でも描ききれる部分を描き込む。
それでも完成には遠く、しばらくかかると予想していた。今までは早く描けないことや予定通りできないことに苛立つことばかりだったが、怒っても早く描けないし、予定は元に戻らないので腹を決めてこの時間に付き合うことにした。
百万ドルで絵を描く四日目。
今日はまーびんさんはいない、一人の作業。狛犬とたてがみを描いていました。他もちょっと手を入れる。四日目になるとペンキの使いたかも思い出してきて進めやすくなった。この週は前半の天気が悪いので週の後半に再開することにしました。
百万ドルで絵を描く五日目。
もう出来ているように見えるがまだまだ遠い。とは言え、完成は見えてきたのであと二日で完成するんじゃ無いかと思って出来上がりは二日後。とにかく寒い!描くことよりも寒さが問題だ。毎度毎度指先が冷たい。
百万ドルで絵を描く六日目。
今日で六日目。絵を描きに通うのは楽しいが、いつまでもかかって描いているつまらなさも感じている。
桜は最初の予定度全然違っていて、まあぼんで最初に描いた龍みたいに体が花になっていればいいくらいに思っていて。あれは時間がかかることと、毎回同じことやってもどうか知らんと思うこともあり、まーびんさんが描いている百万ドルのある犬山市の花が桜なことを見つけたので桜にしました。桜は花も良いし、幹と枝振りも絵にしやすいので描くことにしました。どうやって桜を入れるか食事しながら相談。制作中の絵を撮影してiPadでProcreateを使ってラフスケッチをします。
実働はもっと短いです。今日も寒かった!明日には完成予定です。
百万ドルで絵を描く七日目。
完成。撮影したら#まあぼん百万ドルのハッシュタグをつけてSNSにアップしてもらえるとなんと嬉しい事でしょう。
予定していたものとは違う絵を描くことになったので工程などグズググだったり、思うように描けないとか、内容もこれまでと代わり映えのないものだったり、言い出せば反省点ばかりになってしまいます。その中でも描く場所の気候や時間帯、キャンバスになる素材や加工の具合などやっぱり困難ばかりですけど、比較的活動の早いうちに描けない限界や、それを多少でも克服できる工夫などを蓄積できたのは良かったかなと思います。一年前にたまたま会っただけの二人で続ける理由もないのに一年ゆるゆる描き続けられたのは自分でも不思議です。
百万ドルで描いて学んだことは、なぜ描くのか。模写から何を学ぶのか。
天才は学校いかなくても全然上手いし、上手くなる方法を自分で会得する。学校行かないとできない奴はその程度。
学校いかないと何にもできない発想の時点で僕ら全員たいしたことない。
絵を見るときに経歴が必要なのは絵ではなく経歴をみているから。
作品を見よう。
自分たちはペンキとリブの深いトタンと格闘することになったけど、見る人には関係ないよな。
2020年のまあぼんの活動はここまで。2020年のって言っても今年から始めたんだけど。
既刊本紹介
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
今回もバタバタです。余裕は気持ちからですね!
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